
問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

公立刈田綜合病院紹介

　当院では、平成22年６月に策定した「公立刈田綜合病
院改革プラン（改定版）」に基づき、増加傾向にある透析
患者さまの受け入れ体制を強化するため、現在42床あ
る透析室に８床を増床する拡張工事を行います。これに
より、透析患者さまの受け入れ人数（平成23年12月末現
在125人）を平成25年度までに約25人増加させる計画で
す。工事期間中、機材の搬入などのため、皆さまにはご
迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
●工事予定期間　２月下旬から７月下旬
●工事に関する問い合わせ先
　経理課管財係　☎25-2145（内線2407）

透析室

ヘリポート

透析室

透析室拡張工事のお知らせ 第37回ロビーコンサートを開催しました
　１月18日、当院１階ロビーで第37回ロビーコンサー
トを開催しました。この日は、白石高校箏曲部の１・２
年の部員８人と、同箏曲部を指導している柴田町の若

わか

松
まつ

聡
とし

子
こ

さんが歌謡曲など５曲を披露。集まった約50人は、
「春よ、来い」の演奏が始まると、箏の伴奏に合わせて
歌を口ずさむなど、和やかな時間を過ごしました。
　当院では、音楽が病気を治す手助けをしてくれると考
えています。演奏や歌声を披露していただける方を募集
しています。詳しくは、お問い合わせください。
問情報企画課企画係　☎25-2145（内線2804）

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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一
首
目
、
被
災
さ
れ
た
方
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の
く
ら
し
に
、
ご

自
身
の
日
常
を
重
ね
る
。
結
句
が
効
果
的
。

　

二
首
目
、
刺
激
す
る
と
厄
介
な
虫
。
興
味
ぶ
か
げ

に
見
つ
め
る
作
者
が
浮
か
ぶ
。

　

三
首
目
、「
頬
っ
ぺ
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は
、
頬
辺（
ほ
お
べ
た
）が

変
化
し
た
幼
児
語
で
、
こ
こ
で
は
生
き
生
き
と
伝
わ

る
。
い
い
光
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だ
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一
句
目
、
白
鳥
は
11
月
ご
ろ
よ
り
３
月
ご
ろ
ま

で
渡
っ
て
く
る
。餌
付
け
廃
止
か
ら
数
年
に
な
る
が
、

重
に
落
穂
な
ど
を
拾
い
な
が
ら
の
毎
日
の
様
子
に
心

痛
め
て
い
る
作
者
。

　

二
句
目
、雪
深
い
山
村
の
景
で
あ
る
。「
声
な
き
村
」

が
、
積
雪
の
深
さ
と
と
も
に
春
を
待
つ
村
人
の
暮
ら

し
も
見
え
て
く
る
。
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一
句
目
、
多
数
決
は
民
主
主
義
の
原
則
。
し
か

し
少
数
意
見
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
そ

れ
で
も
地
球
は
動
い
て
い
る
」と
言
っ
て
譲
ら
な
か
っ

た
天
文
学
者
も
い
た
と
か
。
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あ
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う
。
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な
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今
年
は
辰
年
で
す
。
十
二
支
で
は

「
辰
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
「
辰
」
は
架
空
の
動
物
で
、
も
ち

ろ
ん
日
本
列
島
に
は
い
ま
せ
ん
が
、

「
た
つ
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
た

よ
う
で
す
。
大
和
こ
と
ば
に「
た
つ
」

が
あ
り
、
田
ん
ぼ
の
「
た
」、
竜
巻

の
「
た
つ
」
や
夕
立
の
「
た
ち
」
な

ど
、
自
然
現
象
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

本
来
、「
立
つ
」
は
下
か
ら
上
へ

立
ち
上
が
る
こ
と
で
、
昇
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。天
に
昇
る
の
は「
龍
」で
、

中
国
か
ら
「
龍
」
の
概
念

が
入
っ
て
来
た
時
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
と
し
て
「
龍
（
り
ゅ

う
）」
を
「
た
つ
」
と
呼

ん
だ
よ
う
で
す
。

　
「
龍
」
と
い
う
と
皆
さ

ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
？　

私
は「
神
龍（
シ

ェ
ン
ロ
ン
）」
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

24
年
前
の
辰
年
の
賀
状
に
、
神
龍
を

描
い
て
出
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
「
神
龍
（
シ
ェ
ン
ロ
ン
）」
と
は
、

昭
和
59
年
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た

鳥と
り
や
ま山

明あ
き
ら

作
『
Ｄド

ラ

ゴ

ン

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ　

Ｂボ

ー

ル

Ａ
Ｌ
Ｌ
』
に
出
て
く
る
「
龍
」
で

す
。「
神
龍
（
シ
ェ
ン
ロ
ン
）」
は
い

つ
で
も
出
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
球
の
中
に
星
が
１
粒
か
ら
７

粒
ま
で
入
っ
て
い
る
「
龍
球
（
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
）」
を
七
つ
全
部
集
め

て
呪じ
ゅ
も
ん文
を
と
な
え
る
と
、「
神
龍
（
シ

ェ
ン
ロ
ン
）」
が
現
れ
て
、
ど
ん
な

願
い
で
も
１
つ
叶
え
て
く
れ
ま
す
。

　

願
い
を
叶
え
た
後
は
、
ま
た
「
龍

球
（
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
）」
に
戻
り
、

四
方
八
方
に
飛
び
散
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
始
ま
り
は
こ
の
「
龍
球
（
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
）」
を
、
孫
悟
空
と
い

う
少
年
と
ブ
ル
マ
と
い
う
少
女
が
７

つ
集
め
る
旅
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

話
が
ど
ん
ど
ん
と
大
き
く
な
っ
て
、

宇
宙
規
模
に
ま
で
飛
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
神
龍
（
シ
ェ
ン
ロ
ン
）」

の
こ
と
は
、
描
き
方
が
す
て
き
だ
っ

た
の
で
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
龍
」
と
い
う
と
東
洋
的
な
も
の

で
す
が
、
西
洋
に
も
「
龍
」
は
存
在

し
ま
す
。
西
洋
の
龍
は「
ド
ラ
ゴ
ン
」

で
、
想
像
上
の
生
き
物
で
す
が
、
東

洋
と
西
洋
で
は
姿
が
異
な
り
ま
す
。

　
『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』
に
も
登
場

し
ま
す
が
、
西
洋
の
「
ド
ラ
ゴ
ン
」

は
天
空
を
自
在
に
飛
ぶ
た
め
に
羽
根

が
あ
り
、
東
洋
の
「
龍
」
は
翼
が
な

く
て
も
翔
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
西
洋
の
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
は
多

く
の
場
合
、
悪
魔
的
扱
い
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
東
洋
の
「
龍
」
は
神
聖

的
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
点
も
違
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
昨
年
に
未
曾
有
の
経

験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
で
得
た

こ
と
を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
各お
の
お
の々

が
そ
の
時
体
験
し
反
省

し
た
こ
と
な
ど
、
感
じ
た
こ
と
を
糧か
て

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
有
事
に
対

し
て
万
全
の
準
備
を
整
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が

震
災
か
ら
の
自
立
、
復
旧
・
復
興
で

あ
り
、
さ
ら
に
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
辰
年
。「
が
ん

ば
っ
ぺ
！
白
石
」
を
合
言

葉
に
、
健
康
管
理
を
怠
ら

ず
「
共
汗
・
共
学
・
共
生
」

の
精
神
で
、
み
ん
な
の
力

を
結
集
し
、「
交
流
拠
点

都
市
」
と
し
て
の
願
い
が

叶
う
良
き
年
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
龍
球
（
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
）」
に

頼
ら
ず
、市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で「
昇

龍
」
の
如
く
！　

飛
躍
の
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary
今年１年の無事を願って
平成24年白石市消防出初式

１_地域防災の要となる消防団の皆さん　２_「防
火の誓い」を元気に行った幼年消防クラブの園児
たち　３_白石市消防団伝統階子乗り隊による演
技。鶴亀を披露し１年の無事と復興を願いました
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２

３

龍
」

如

飛
躍
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ょ
う
。

鬼小十郎まつりマスコットキャラクター
ポチ武者こじゅーろう

　１月９日、新年の恒例行事「平成24年白石市消
防出初式」をホワイトキューブで開催し、白石市消
防団（跡

あと

部
べ

敏
さとし

団長）の団員630人が、今年１年の無事
を願い決意を新たにしました。この日は、東・南・
越河・大鷹沢保育園の幼年消防クラブの園児による
「防火の誓い」や、白石市消防団伝統階子乗り隊に
よる演技が行われ市民の皆さんを楽しませていまし
た。また、初期消火活動協力団体として羽山砕石（株）
自衛消防隊に感謝状が贈られたほか、１年間無火災
だった大鷹沢分団や消防団員として長年活躍された
方々に表彰状が贈られました。式典終了後は、はし
ご車やポンプ積載車、消防団によるパレードが行わ
れ、沿道から声援が送られていました。
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ず
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え
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